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令和５年１０月３１日 

 

冬場のカラス対策を実施します！ 
 

 市中心部の美しい都市環境の維持、エリア価値の向上を図るため、渡り鳥（ミヤマガラス）

によるフン害対策とともに在来種のカラス（ハシブトガラス、ハシボソガラス）によるごみ

集積所散乱防止の効果的な対策の検証を実施します。 

 また、カラス対策の専門家を講師に招いてカラス対策キックオフイベントをおこない、市

中心部の商店会や町内会、大学、企業の皆さんと一緒にカラス対策を進めていきます！ 

記 

【カラス対策キックオフイベント】 

１．日時／１１月６日（月） 午後３～６時 

２．場所／福島市子どもの夢を育む施設「こむこむ」 わいわいホール 

３．講師／株式会社CrowLab 代表取締役 塚原
つかはら

直樹
なおき

（宇都宮大学特任助教） 

４．内容 

  （１）ボックス型ごみネットの引き渡し式 

  （２）カラス対策セミナー 

  （３）音声再生装置の使用方法及び実演 

  

【渡り鳥（ミヤマガラス）対策】 

１．期間／令和５年１１月～令和６年３月 

２．場所／市中心部におけるフン害の発生場所（パセオ通りなど） 

３．内容 

  （１）音声再生装置による追払い 

     「だまくらカラス」音声再生装置を複数台使用し、地元商店会や大学、企業等 

と連携し対策を実施 

  （２）国・県と連携したフン害対策 

  （３）市職員による追払い 

 

【在来種のカラス（ハシブトガラス、ハシボソガラス）に荒らされにくいごみ集積所対策の 

効果検証】 

１．期間／令和５年１１月～令和６年１月 

２．場所／市中心部においてカラス（在来種）に荒らされているごみ集積所 

３．内容 

・カラスに荒らされているごみ集積所へ市が提供するごみネット（ボックス型）を設置

し、各集積所を管理する町内会と連携し、ごみネットの設置による効果を検証 

４．その他 

・令和６年３月に効果検証の発表を予定 

 

 

 

 

担当：環境課環境衛生係 

   課長 黒須 課長補佐 二瓶 

   電話024-525-3742（直通） 



ユーラシア大陸

・シベリア

・中国

渡り⿃（ミヤマガラス）対策を実施します︕

©CrowLab©CrowLab

10月～３月にかけて大陸から日本に飛来
※福島市には11月～３月にかけて飛来

熊本市

《ミヤマガラスの生態と対策》

集団でねぐらを形成➡フン害発生
多くの自治体が抱える新たな課題

福島市

《ミヤマガラスの飛来状況》

• 越冬のため大陸から飛来する渡り鳥

• 成鳥はクチバシの根本が白く見える

• 集団で行動する

• 田畑の落ち穂等を食べる

• 生ごみは荒らさない

• かつては九州に多かったが今は全国的に飛来

しており、飛来数は年々増加傾向

• 市街地で集団ねぐらを形成することがあり、

フン害が発生する地域がある

• 福島市において、令和４年度の冬、CrowLab

社のカラスの鳴き声を使った対策によりフン

害の軽減に成功

• 令和５年度も同様の対策を拡大して実施

郡山市福井市

八戸市
弘前市

佐賀市



・ 福島市には在来種として「ハシブト

ガラス」と「ハシボソガラス」の

２種類が生息している

・ 雑食で、動物の死がい、昆虫、果実、

種子等なんでも食べる

・ 生ごみもエサとしており、集積所に

置かれたごみ袋の中の生ゴミも食べ

るため集積所が荒らされる

在来種カラス（ハシブトガラス、ハシボソガラス）に荒らされにくい
ごみ集積所対策の効果検証
在来種のカラス（ハシブトガラス、ハシボソガラス）はごみ集積所を荒らし、生ごみを餌と
しています。

《ハシブトガラス、ハシボソガラス
の生態と対策》





ボックス型ごみネットの引き渡し式

カラス対策セミナー

音声再生装置の使用方法及び実演



渡り⿃（ミヤマガラス）対策を実施します︕
冬場に中心市街地に飛来する渡り鳥（ミヤマガラス）によるフン害対策を実施し、市中心部のエリア
価値の向上を図ります。

《対策の期間》 令和５年１１月～令和６年３月
《対策の場所》 福島駅東口の街なかにおけるフン害

の発生場所（パセオ通りなど）

《事業内容》
①音声再生装置による追払い
「だまくらカラス」音声再生装置を複数台使用し、
地元商店会や大学、企業等と連携し対策を実施

②国・県と連携したフン害対策
国道や県道で発生しているフン害については、所管
の国や県と連携し、樹木の枝払いや歩道の清掃等の
対策を実施

③市職員による追払い
特殊波動式追払いハンディ機及びＬＥＤライトを使
用し、庁内関係部署と連携し追払いを実施

※だまくらカラスの動作イメージ

だまくらカラス 特殊波動方式
追払いハンディ機

ＬＥＤライト



渡り⿃（ミヤマガラス）対策を実施します︕

「だまくらカラス」音声再生装置を複数台
使用し、フン害が発生している場所の近く
に装置を配置。地元商店会や大学、企業等
と連携し対策を実施します

東邦銀行との連携により設置済（10月～）



設置前 設置後

在来種カラス（ハシブトガラス、ハシボソガラス）に荒らされにくい
ごみ集積所対策の効果検証

《事業内容》
カラスに荒らされているごみ集積所へ市が提供
するごみネット（ボックス型）を設置し、各集積
所を管理する町内会と連携し、ごみネットによる
効果を検証

在来種のカラス（ハシブトガラス、ハシボソガラス）の餌場となるごみ集積所の効果的な対策に
ついて検証を行い、ごみの散乱防止による清潔なごみ集積所の維持を図ります。

ごみ集積所対策グッズの設置状況

《対策の期間》 令和５年１１月～令和６年１月
《対策の場所》 市中心部においてカラスに荒ら

されているごみ集積所


